


プログラム 注意事項
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プログラム全体の流れ

研究開発構想

公募・採択

研究開発ビジョン

協議会

研究開発

アウトプット目標の達成



成果の取扱い、技術流出対策

•
•
•



•
•
•
•
•



募集・選考スケジュール



公募枠

採択予定数研究期間予算（間接経費込）目的・規模

数件程度6年以内平均1億円/年を目安とした、
研究開発の実施に必要な予
算

社会実装に繋がる研究
成果の創出を目指す
チーム型研究

実証型研究

10件程度2年以内
実証型研究に移行し
た場合は、FS型の期
間を含めて計6年以
内

平均1,500万円/年を目安と
した、研究開発の実施に必
要な予算

（※実証型研究に移行した
場合は平均1億円/年程度）

小規模な研究開発から
出発して実証型研究に
発展・展開する、個人～
小規模チーム型研究

FS型研究



選考の観点（評価基準）

•
•
•
•



応募要件
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応募にあたっての留意点
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プログラム・オフィサー（PO）



研究開発構想（背景）
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
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研究開発構想（アウトプット目標）
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
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研究開発構想（全体像）
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本構想のPOとして目指すところ
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









19

本構想の体制・構成

※丸の数と採択数に
関係はありません。



公募において重視する点






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対象とする技術


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要素技術



実証型研究（概要１）




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実証型研究（概要２）





中間評価時だけでなく、必要に応じて研究開発計画
（予算を含む）の見直しを機動的に実施します。



FS型研究（概要１）
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




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FS型研究（概要2）







FS型研究の想定する研究開発課題
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FS型研究の想定する展開








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FS型研究の想定研究開発スケジュール


















実証型研究への移行にあたっては、ほ場等での実証に必要な研究施設・設備を保有しない
研究者には、必要に応じてこれらの研究施設・設備を保有する研究機関や研究者とのマッ
チングを支援します。


